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健康医療部保健医療室保健医療企画課長　様


福祉部障がい福祉室地域生活支援課長


障がい児者の入院時の障がいへの理解と合理的配慮に係る
啓発チラシ周知について（依頼）

　日ごろより、障がい福祉行政の推進に御協力いただきありがとうございます。
　当課では、全ての障がい児者が安心して入院できるために、障がいへの理解と合理的配慮に係る啓発チラシを作成し、府内の医療機関等に周知いただくよう貴課に依頼したところです。
しかしながら、障がい児者が医療機関に入院される際に合理的配慮に欠ける扱いを受けたという声が寄せられております。
つきましては、貴課におかれましても、改めて当啓発チラシの趣旨を御了知いただき、府内の医療機関等に改めて周知いただきますようお願いいたします。

[bookmark: _Hlk224289431]＜例＞
　入院時の受入れについて
　（不適切な対応の例）
　　　障がい児者であることを理由に個室でしか入院させてもらえず、差額ベッド代を
求められた。
　（望まれる対応の例）
　　　病院側の事情で個室療養を求める場合は、差額ベッド代の本人負担が生じないよう
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